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(57)【要約】
　本発明の実施例は、基地局間機能のネゴシエーション
方法、装置及びシステムを提供し、前記方法は、基地局
が前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う
他の基地局に前記基地局のバックホールタイプ、及び／
又は前記基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバ
ックホールタイプを送信し、これにより、前記他の基地
局が前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行
うことを含む。本発明の実施例の方法及び装置により、
基地局が基地局間機能のネゴシエーションを行うことを
助け得るので、より良いサービスをユーザに提供するこ
とができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局間機能のネゴシエーション方法であって、
　基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、前記基
地局のバックホールタイプ、及び／又は前記基地局の少なくとも１つの隣接する基地局の
バックホールタイプを送信し、これにより、前記他の基地局が、前記基地局と基地局間機
能のネゴシエーションを行う、ことを含む、方法。
【請求項２】
　請求項1に記載の方法であって、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局の返した、前記他の基地局のバックホールタイプ、及び
／又は前記他の基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを受信す
る、ことを含む、方法。
【請求項３】
　基地局間機能のネゴシエーション方法であって、
　基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局の送信した
、前記他の基地局のバックホールタイプ、及び／又は前記他の基地局の少なくとも１つの
隣接する基地局のバックホールタイプを受信し、これにより、前記他の基地局が、前記基
地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う、ことを含む、方法。
【請求項４】
　請求項3に記載の方法であって、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局に、前記基地局のバックホールタイプ、及び／又は前記
基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信する、ことを含む
、方法。
【請求項５】
　請求項1～4の何れか１項に記載の方法であって、
　前記バックホールタイプは、光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスクライバー・
ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホールを含み、
又は前記バックホールタイプは、前記光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスクライ
バー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホールに
対応するパラメータを含み、又は前記バックホールは、前記光ファイバー・アクセス、デ
ジタル・サブスクライバー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又
は理想バックホールに対応する識別子を含む、方法。
【請求項６】
　請求項5に記載の方法であって、
　前記パラメータは、前記基地局及び前記他の基地局の間の時間遅延、スループット、及
び／又は時間遅延ジッターを含む、方法。
【請求項７】
　請求項1～4の何れか１項に記載の方法であって、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局の送信した、そのバックホールのパラメータの測定結果
を受信する、ことを含む、方法。
【請求項８】
　請求項7に記載の方法であって、
　前記基地局が前記測定結果を受信する前に、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局に測定リクエストメッセージを送信し、これにより、前
記他の基地局がそのバックホールのパラメータを測定するようにリクエストし；及び
　前記基地局が、前記他の基地局の返した測定リクエストのレスポンスメッセージを受信
する、ことを含み、
　前記測定リクエストのレスポンスメッセージは、前記他の基地局が行うことが可能なバ
ックホールのパラメータの測定を含み、又は前記測定リクエストのレスポンスメッセージ
は、測定のリクエストを拒否するための情報を含む、方法。
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【請求項９】
　請求項1～4の何れか１項に記載の方法であって、さらに、
　前記基地局が、そのバックホールのパラメータを測定し；及び
　前記基地局が、前記他の基地局に、そのバックホールのパラメータの測定結果を送信す
る、ことを含む、方法。
【請求項１０】
　請求項9に記載の方法であって、
　前記基地局が前記他の基地局に前記測定結果を送信する前に、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局の送信した測定リクエストメッセージを受信し、前記測
定リクエストメッセージは、測定がリクエストされるバックホールのパラメータの情報を
含み；
　前記基地局が、前記測定リクエストメッセージに基づいて、測定を行うことが可能なバ
ックホールのパラメータを確定し；及び
　前記基地局が、前記他の基地局に測定リクエストのレスポンスメッセージを送信し、前
記測定レスポンスメッセージは、測定を行うことが可能なバックホールのパラメータを含
み、又は、前記測定レスポンスメッセージは、測定リクエストを拒否するための情報を含
む、ことを含む、方法。
【請求項１１】
　請求項8又は10に記載の方法であって、
　測定がリクエストされるバックホールのパラメータは、前記基地局及び前記他の基地局
の間の時間遅延、スループット、時間遅延ジッター及び／又は前記他の基地局のバッファ
状態を含む、方法。
【請求項１２】
　基地局であって、
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、前記基地局のバッ
クホールタイプ、及び／又は前記基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホー
ルタイプを送信するための第１送信ユニットを含む、基地局。
【請求項１３】
　請求項12に記載の基地局であって、さらに、
　前記他の基地局から、前記他の基地局のバックホールタイプ、及び／又は前記他の基地
局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを受信するための第１受信ユ
ニットを含む、基地局。
【請求項１４】
　基地局であって、
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局の送信した、前記他の
基地局のバックホールタイプ、及び／又は前記他の基地局の少なくとも１つの隣接する基
地局のバックホールタイプを受信し、これにより、前記他の基地局が前記基地局と基地局
間機能のネゴシエーションを行うようにさせるための第１受信ユニットを含む、基地局。
【請求項１５】
　請求項14に記載の基地局であって、さらに、
　前記他の基地局に、前記基地局のバックホールタイプ、及び／又は前記基地局の少なく
とも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信するための第１送信ユニットを含
む、基地局。
【請求項１６】
　請求項12～15の何れか１項に記載の基地局であって、
　前記バックホールタイプは、光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスクライバー・
ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホールを含み、
又は前記バックホールタイプは、前記光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスクライ
バー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホールに
対応するパラメータを含み、又は前記バックホールは、前記光ファイバー・アクセス、デ
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ジタル・サブスクライバー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又
は理想バックホールに対応する識別子を含む、基地局。
【請求項１７】
　請求項16に記載の基地局であって、
　前記パラメータは、前記基地局及び前記他の基地局の間の時間遅延、スループット、及
び／又は時間遅延ジッターを含む、基地局。
【請求項１８】
　請求項12～15の何れか１項に記載の基地局であって、さらに、
　前記他の基地局の送信した、そのバックホールのパラメータの測定結果を受信するため
の第２受信ユニットを含む、基地局。
【請求項１９】
　請求項18に記載の基地局であって、さらに、
　前記第２受信ユニットが前記測定結果を受信する前に、前記他の基地局に測定リクエス
トを送信し、前記他の基地局がそのバックホールのパラメータを測定するようにリクエス
トするための第２送信ユニット；及び
　前記他の基地局の返した、測定を行うことが可能であるバックホールのパラメータ、又
は測定リクエストを拒否するための情報を受信するための第３受信ユニットを含む、基地
局。
【請求項２０】
　請求項12～15の何れか１項に記載の基地局であって、さらに、
　前記基地局のバックホールのパラメータを測定するための測定ユニット；及び
　前記他の基地局に前記測定ユニットの測定結果を送信するための第３送信ユニットを含
む、基地局。
【請求項２１】
　請求項20に記載の基地局であって、さらに、
　前記他の基地局が送信した測定リクエストメッセージを受信するための第４受信ユニッ
トであって、前記測定リクエストメッセージは、測定がリクエストされるバックホールの
パラメータの情報を含む、第４受信ユニット；
　前記測定リクエストメッセージに基づいて、測定を行うことが可能なバックホールのパ
ラメータを確定するための確定ユニット；及び
　前記他の基地局に測定リクエストのレスポンスメッセージを送信するための第４送信ユ
ニットであって、前記測定レスポンスメッセージは、測定を行うことが可能なバックホー
ルのパラメータを含み、又は前記測定レスポンスメッセージは、測定リクエストを拒否す
るための情報を含む、第４送信ユニットを含む、基地局。
【請求項２２】
　請求項19又は21に記載の基地局であって、
　測定がリクエストされるバックホールのパラメータは、前記基地局及び前記他の基地局
の間の時間遅延、スループット、時間遅延ジッター及び／又は前記他の基地局のバッファ
状態を含む、基地局。
【請求項２３】
　基地局間機能のネゴシエーション方法であって、
　基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局の送信した
、そのバックホールのパラメータの測定結果を受信し、前記測定結果に基づいて基地局間
機能のネゴシエーションを行う、ことを含む、方法。
【請求項２４】
　請求項23に記載の方法であって、
　前記基地局が前記測定結果を受信する前に、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局に測定リクエストメッセージを送信し、これにより、前
記他の基地局がそのバックホールのパラメータを測定するようにリクエストし；及び
　前記基地局が、前記他の基地局の返した測定リクエストのレスポンスメッセージを受信
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し、前記測定リクエストのレスポンスメッセージは、前記他の基地局が行うことが可能な
バックホールのパラメータの測定を含み、又は前記測定リクエストのレスポンスメッセー
ジは、測定リクエストを拒否するための情報を含む、ことを含む、方法。
【請求項２５】
　基地局間機能のネゴシエーション方法であって、
　基地局がそのバックホールのパラメータを測定し；及び
　前記基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、そ
のバックホールのパラメータの測定結果を送信する、ことを含む、方法。
【請求項２６】
　請求項25に記載の方法であって、
　前記基地局が前記他の基地局に前記測定結果を送信する前に、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局の送信した測定リクエストメッセージを受信し、前記測
定リクエストメッセージは、測定がリクエストされるバックホールのパラメータの情報を
含み；
　前記基地局が、前記測定リクエストメッセージに基づいて、測定を行うことが可能なバ
ックホールのパラメータを確定し；及び
　前記基地局が、前記他の基地局に測定リクエストのレスポンスメッセージを送信し、前
記測定レスポンスメッセージは、測定を行うことが可能なバックホールのパラメータを含
み、又は前記測定レスポンスメッセージは、測定リクエストを拒否するための情報を含む
、ことを含む、方法。
【請求項２７】
　請求項23～26の何れか１項に記載の方法であって、
　測定がリクエストされるバックホールのパラメータは、前記基地局及び前記他の基地局
の間の時間遅延、スループット、時間遅延ジッター及び／又は前記他の基地局のバッファ
状態を含む、方法。
【請求項２８】
　基地局であって、
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局が送信した、そのバッ
クホールのパラメータの測定結果を受信するための第１受信ユニットを含む、基地局。
【請求項２９】
　請求項28に記載の基地局であって、さらに、
　前記第１受信ユニットが前記測定結果を受信する前に、前記他の基地局に測定リクエス
トメッセージを送信し、これにより、前記他の基地局がそのバックホールのパラメータを
測定するようにリクエストするための第１送信ユニット；及び
　前記他の基地局が返した測定リクエストのレスポンスメッセージを受信するための第２
受信ユニットであって、前記測定リクエストのレスポンスメッセージは、前記他の基地局
が行うことが可能なバックホールのパラメータの測定を含み、又は前記測定リクエストの
レスポンスメッセージは、測定リクエストを拒否するための情報を含む、第２受信ユニッ
トを含む、基地局。
【請求項３０】
　基地局であって、
　前記基地局のバックホールのパラメータを測定するための測定ユニット；及び
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、前記測定ユニット
の測定結果を送信するための第１送信ユニットを含む、基地局。
【請求項３１】
　請求項30に記載の基地局であって、さらに、
　前記第１送信ユニットが前記他の基地局に前記測定結果を送信する前に、前記他の基地
局が送信した測定リクエストメッセージを受信するための第１受信ユニットであって、前
記測定リクエストメッセージは、測定がリクエストされるバックホールのパラメータの情
報を含む、第１受信ユニット；
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　前記測定リクエストメッセージに基づいて、測定を行うことが可能なバックホールのパ
ラメータを確定するための確定ユニット；及び
　前記他の基地局に測定リクエストのレスポンスメッセージを送信するための第２送信ユ
ニットであって、前記測定レスポンスメッセージは、測定を行うことが可能なバックホー
ルのパラメータを含み、又は前記測定レスポンスメッセージは、測定リクエストを拒否す
るための情報を含む、第２送信ユニットを含む、基地局。
【請求項３２】
　請求項28～31の何れか１項に記載の基地局であって、
　測定がリクエストされるバックホールのパラメータは、前記基地局及び前記他の基地局
の間の時間遅延、スループット、時間遅延ジッター及び／又は前記他の基地局のバッファ
状態を含む、基地局。
【請求項３３】
　基地局間機能のネゴシエーション方法であって、
　基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、基地局
間機能のリクエストメッセージを送信し、これにより、前記他の基地局が、前記基地局と
基地局間機能のネゴシエーションを行い；及び
　前記基地局が、前記他の基地局の返した基地局間機能のレスポンスメッセージを受信し
、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、前記他の基地局の受け入れ可能な基地局
間機能を含み、又は前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、リクエストを拒否する
ための情報を含む、ことを含む、方法。
【請求項３４】
　基地局間機能のネゴシエーション方法であって、
　基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局の送信した
、基地局間機能のリクエストメッセージを受信し；
　前記基地局が、前記基地局間機能のリクエストメッセージに基づいて、受け入れ可能な
基地局間機能を確定し；及び
　前記基地局が、前記他の基地局に基地局間機能のレスポンスメッセージを送信し、前記
基地局間機能のレスポンスメッセージは、前記基地局の受け入れ可能な基地局間機能を含
み、又は前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、リクエストを拒否するための情報
を含む、ことを含む、方法。
【請求項３５】
　請求項33又は34に記載の方法であって、
　前記基地局が前記他の基地局に前記基地局間機能のリクエストメッセージを送信する前
に、又は前記基地局が前記他の基地局の送信した基地局間機能のリクエストメッセージを
受信する前に、さらに、
　前記基地局が前記他の基地局のバックホールタイプを得る、ことを含む、方法。
【請求項３６】
　請求項35に記載の方法であって、
　前記基地局が前記他の基地局のバックホールタイプを得ることは、
　前記基地局が前記他の基地局に、そのバックホールタイプ及び／又はその少なくとも１
つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信し；及び
　前記基地局が、前記他の基地局の返した該他の基地局のバックホールタイプ及び／又は
該他の基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを受信する、こと
を含む、方法。
【請求項３７】
　請求項35に記載の方法であって、
　前記基地局が前記他の基地局のバックホールタイプを得ることは、
　前記基地局が、前記他の基地局の送信した該他の基地局のバックホールタイプ及び／又
は該他の基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを受信し；及び
　前記基地局が、前記他の基地局に、そのバックホールタイプ及び／又はその少なくとも
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１つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信する、ことを含む、方法。
【請求項３８】
　請求項35に記載の方法であって、
　前記基地局が前記他の基地局のバックホールタイプを得ることは、
　前記基地局がOAMにより前記他の基地局のバックホールタイプを得る、ことを含む、方
法。
【請求項３９】
　請求項33又は34又は36又は37又は38に記載の方法であって、
　前記基地局が前記他の基地局に前記基地局間機能のリクエストメッセージを送信する前
に、又は、前記基地局が前記他の基地局の送信した基地局間機能のリクエストメッセージ
を受信する前に、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局の送信したそのバックホールのパラメータの測定結果を
受信する、ことを含む、方法。
【請求項４０】
　請求項39に記載の方法であって、
　前記基地局が前記他の基地局の送信したそのバックホールのパラメータの測定結果を受
信する前に、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局に測定リクエストメッセージを送信し、これにより、前
記他の基地局がそのバックホールのパラメータを測定するようにリクエストし；及び
　前記基地局が前記他の基地局の返した測定リクエストのレスポンスメッセージを受信し
、前記測定リクエストのレスポンスメッセージは、前記他の基地局が行うことが可能なバ
ックホールのパラメータの測定を含み、又は前記測定リクエストのレスポンスメッセージ
は、測定リクエストを拒否するための情報を含む、ことを含む、方法。
【請求項４１】
　請求項33又は34又は36又は37又は38に記載の方法であって、
　前記基地局が前記他の基地局に前記基地局間機能のリクエストメッセージを送信する前
に、又は前記基地局記他の基地局の送信した基地局間機能のリクエストメッセージを受信
する前に、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局にそのバックホールのパラメータの測定結果を送信する
、ことを含む、方法。
【請求項４２】
　請求項41に記載の方法であって、
　前記基地局が前記他の基地局にそのバックホールのパラメータの測定結果を送信する前
に、さらに、
　前記基地局が、前記他の基地局の送信した測定リクエストメッセージを受信し；
　前記基地局が、前記測定リクエストメッセージに基づいて、測定を行うことが可能なバ
ックホールのパラメータを確定し；及び
　前記基地局が、前記他の基地局に測定リクエストのレスポンスメッセージを送信し、前
記測定レスポンスメッセージは、測定を行うことが可能なバックホールのパラメータを含
み、又は前記測定レスポンスメッセージは、測定リクエストを拒否するための情報を含む
、ことを含む、方法。
【請求項４３】
　請求項36又は38に記載の方法であって、
　前記バックホールタイプは、光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスクライバー・
ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホールを含み、
又は前記バックホールタイプは、前記光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスクライ
バー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホールに
対応するパラメータを含み、又は前記バックホールは、前記光ファイバー・アクセス、デ
ジタル・サブスクライバー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又
は理想バックホール対応の識別子を含む、方法。



(8) JP 2016-508341 A 2016.3.17

10

20

30

40

50

【請求項４４】
　請求項43に記載の方法であって、
　前記パラメータは、前記基地局及び前記他の基地局の間の時間遅延、スループット、及
び／又は時間遅延ジッターを含む、方法。
【請求項４５】
　請求項40又は42に記載の方法であって、
　測定がリクエストされるバックホールのパラメータは、前記基地局及び前記他の基地局
の間の時間遅延、スループット、時間遅延ジッター及び／又は前記他の基地局のバッファ
状態を含む、方法。
【請求項４６】
　基地局であって、
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、基地局間機能のリ
クエストメッセージを送信し、これにより、前記他の基地局が前記基地局と基地局間機能
のネゴシエーションを行うようにさせるための第１送信ユニット；及び
　前記他の基地局が返した基地局間機能のレスポンスメッセージを受信するための第１受
信ユニットであって、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、前記他の基地局の受
け入れ可能な基地局間機能を含み、又は前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、リ
クエストを拒否するための情報を含む、第１受信ユニットを含む、基地局。
【請求項４７】
　基地局であって、
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局が送信した、基地局間
機能のリクエストメッセージを受信するための第１受信ユニット；
　前記基地局間機能のリクエストメッセージに基づいて、受け入れ可能な基地局間機能を
確定するための第１確定ユニット；及び
　前記他の基地局に基地局間機能のレスポンスメッセージを送信するための第１送信ユニ
ットであって、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、前記基地局の受け入れ可能
な基地局間機能を含み、又は前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、リクエストを
拒否するための情報を含む、第１送信ユニットを含む、基地局。
【請求項４８】
　請求項46又は47に記載の基地局であって、さらに、
　前記第１送信ユニットが前記他の基地局に前記基地局間機能のリクエストメッセージを
送信する前に、又は前記第１受信ユニットが前記他の基地局の送信した基地局間機能のリ
クエストメッセージを受信する前に、前記他の基地局のバックホールタイプを得るための
取得ユニットを含む、基地局。
【請求項４９】
　請求項48に記載の基地局であって、
　前記取得ユニットは、
　前記他の基地局に、前記基地局のバックホールタイプ及び／又は前記基地局の少なくと
も１つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信するための第１送信モジュール；及
び
　前記他の基地局が返した、該他の基地局のバックホールタイプ及び／又は該他の基地局
の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを受信するための第１受信モジ
ュールを含む、基地局。
【請求項５０】
　請求項48に記載の基地局であって、
　前記取得ユニットは、
　前記他の基地局が送信した、該他の基地局のバックホールタイプ及び／又は該他の基地
局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを受信するための第２受信モ
ジュール；及び
　前記他の基地局に、前記基地局のバックホールタイプ及び／又は前記基地局の少なくと
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も１つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信するための第２送信モジュールを含
む、基地局。
【請求項５１】
　請求項48に記載の基地局であって、
　前記取得ユニットは、
　OAMにより前記他の基地局のバックホールタイプを得るための取得モジュールを含む、
基地局。
【請求項５２】
　請求項46又は47又は49又は50又は51に記載の基地局であって、さらに、
　前記第１送信ユニットが前記他の基地局に前記基地局間機能のリクエストメッセージを
送信する前に、又は前記第１受信ユニットが前記他の基地局の送信した基地局間機能のリ
クエストメッセージを受信する前に、前記他の基地局の送信したそのバックホールのパラ
メータの測定結果を受信するための第２受信ユニットを含む、基地局。
【請求項５３】
　請求項52に記載の基地局であって、さらに、
　前記第２受信ユニットが前記他の基地局の送信したそのバックホールのパラメータの測
定結果を受信する前に、前記他の基地局に測定リクエストメッセージを送信し、これによ
り、前記他の基地局がそのバックホールのパラメータを測定するようにリクエストするた
めの第２送信ユニット；及び
　前記他の基地局の返した測定リクエストのレスポンスメッセージを受信するための第３
受信ユニットであって、前記測定リクエストのレスポンスメッセージは、前記他の基地局
が行うことが可能なバックホールのパラメータの測定を含み、又は前記測定リクエストの
レスポンスメッセージは、測定リクエストを拒否するための情報を含む、第３受信ユニッ
トを含む、基地局。
【請求項５４】
　請求項46又は47又は49又は50又は51に記載の基地局であって、さらに、
　前記第１送信ユニットが前記他の基地局に前記基地局間機能のリクエストメッセージを
送信する前に、又は前記第１受信ユニットが前記他の基地局の送信した基地局間機能のリ
クエストメッセージを受信する前に、前記他の基地局にそのバックホールのパラメータの
測定結果を送信するための第３送信ユニットを含む、基地局。
【請求項５５】
　請求項54に記載の基地局であって、さらに、
　前記第３送信ユニットが前記他の基地局にそのバックホールのパラメータの測定結果を
送信する前に、前記他の基地局が送信した測定リクエストメッセージを受信するための第
４受信ユニット；
　前記測定リクエストメッセージに基づいて、測定を行うことができるバックホールのパ
ラメータを確定するための第２確定ユニット；及び
　前記他の基地局に測定リクエストのレスポンスメッセージを送信するための第４送信ユ
ニットであって、前記測定レスポンスメッセージは、測定を行うことが可能なバックホー
ルのパラメータを含み、又は前記測定レスポンスメッセージは、測定リクエストを拒否す
るための情報を含む、第４送信ユニットを含む、基地局。
【請求項５６】
　請求項49又は51に記載の基地局であって、
　前記バックホールタイプは、光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスクライバー・
ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホールを含み、
又は前記バックホールタイプは、前記光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスクライ
バー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホールに
対応するパラメータを含み、又は前記バックホールは、前記光ファイバー・アクセス、デ
ジタル・サブスクライバー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又
は理想バックホールに対応する識別子を含む、基地局。
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【請求項５７】
　請求項56に記載の基地局であって、
　前記パラメータは、前記基地局及び前記他の基地局の間の時間遅延、スループット、及
び／又は時間遅延ジッターを含む、基地局。
【請求項５８】
　請求項53又は55に記載の基地局であって、
　測定がリクエストされるバックホールのパラメータは、前記基地局及び前記他の基地局
の間の時間遅延、スループット、時間遅延ジッター及び／又は前記他の基地局のバッファ
状態を含む、基地局。
【請求項５９】
　通信システムであって、
　請求項12～22に記載の基地局の少なくとも２つの基地局を含み、又は
　請求項28～32に記載の基地局の少なくとも２つの基地局を含み、又は
　請求項46～58に記載の基地局の少なくとも２つの基地局を含む、通信システム。
【請求項６０】
　コンピュータ読み取り可能なプログラムであって、
　基地局中で前記プログラムを実行する時に、前記プログラムは、コンピュータに、前記
基地局中で請求項1～11又は請求項23～27又は請求項33～45のうちの何れか１項に記載の
基地局間機能のネゴシエーション方法を実行させるための、プログラム。
【請求項６１】
　コンピュータ読み取り可能なプログラムを記憶した記憶媒体であって、
　前記コンピュータ読み取り可能なプログラムは、コンピュータに、前記基地局中で請求
項1～11又は請求項23～27又は請求項33～45のうちの何れか１項に記載の基地局間機能の
ネゴシエーション方法を実行させる、記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、特に、基地局間機能のネゴシエーション方法、装置及びシ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術では、複数の基地局が協調して同一ユーザにサービスを提供する必要がある時
に、基地局のバックホールタイプが非常に重要とある。例えば、スモールセル（small　c
ell)の応用シナリオの下で、基地局のバックホール（backhaul)タイプは、基地局間通信
のパフォーマンス、例えば、時間遅延（latency）、スループット、時間遅延ジッターな
どを決め、さらに基地局間の機能、例えば、基地局間のキャリアアグリゲーション（inte
r-eNB　CA)、基地局間の多地点協調伝送（inter-eNB　CoMP)などを決める。
【０００３】
　発明者は、本発明の実現過程において、下記のこと、即ち、基地局のバックホール情報
が今のところ、運用・管理・保守（OAM、Operation　Administration　and　Maintenance
)のみにより把握され、２つの互いに協調する基地局が相手のバックホールタイプを確定
することができず、さらに、相手のバックホールのパフォーマンスを得ることもできない
ので、ユーザへのサービスに影響を与えてしまうということを発見した。例えば、２つの
基地局間のバックホールの時間遅延が比較的大きいときに、時間遅延への要求が比較的高
い機能を起動すると、ユーザ装置のパフォーマンスに影響を与えてしまう。
【０００４】
　なお、上述の背景技術についての紹介は、本発明の技術案を明確且つ完全に説明し、当
業者がそれを理解しやすいためのものである。これらの案は、本発明の背景技術の部分に
記述されているため、当業者にとって周知であると解釈すべきではない。
【発明の概要】



(11) JP 2016-508341 A 2016.3.17

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施例の目的は、基地局が基地局間機能のネゴシエーションを行うことを助け
、より良いサービスをユーザに提供することができる基地局間機能のネゴシエーション方
法、装置及びシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施例の第１側面によれば、基地局間機能のネゴシエーション方法が提供され
、そのうち、前記方法は、
　基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、前記基
地局のバックホールタイプ、及び／又は、前記基地局の少なくとも１つの隣接する基地局
のバックホールタイプを送信し、これにより、前記他の基地局が、前記基地局と基地局間
機能のネゴシエーションを行うことを含む。
【０００７】
　本発明の実施例の第２側面によれば、基地局間機能のネゴシエーション方法が提供され
、そのうち、前記方法は、
　基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局の送信した
、前記他の基地局のバックホールタイプ、及び／又は、前記他の基地局の少なくとも１つ
の隣接する基地局のバックホールタイプを受信し、これにより、前記他の基地局が、前記
基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行うことを含む。
【０００８】
　本発明の実施例の第３側面によれば、基地局が提供され、前記基地局は、
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、前記基地局のバッ
クホールタイプ、及び／又は、前記基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホ
ールタイプを送信するための第１送信ユニットを含む。
【０００９】
　本発明の実施例の第４側面によれば、基地局が提供され、そのうち、前記基地局は、
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局の送信した、前記他の
基地局のバックホールタイプ、及び／又は、前記他の基地局の少なくとも１つの隣接する
基地局のバックホールタイプを受信し、これにより、前記他の基地局が、前記基地局と基
地局間機能のネゴシエーションを行うための第１受信ユニットを含む。
【００１０】
　本発明の実施例の第５側面によれば、基地局間機能のネゴシエーション方法が提供され
、そのうち、前記方法は、
　基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局の送信した
、そのバックホールのパラメータの測定結果を受信し、前記測定結果に基づいて基地局間
機能のネゴシエーションを行うことを含む。
【００１１】
　本発明の実施例の第６側面によれば、基地局間機能のネゴシエーション方法が提供され
、そのうち、前記方法は、
　基地局がそのバックホールのパラメータを測定し；及び
　前記基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、そ
のバックホールのパラメータの測定結果を送信することを含む。
【００１２】
　本発明の実施例の第７側面によれば、基地局が提供され、前記基地局は、
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局の送信した、そのバッ
クホールのパラメータの測定結果を受信するための第１受信ユニットを含む。
【００１３】
　本発明の実施例の第８側面によれば、基地局が提供され、そのうち、前記基地局は、
　前記基地局のバックホールのパラメータを測定するための測定ユニット；及び
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　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、前記測定ユニット
の測定結果を送信するための第１送信ユニットを含む。
【００１４】
　本発明の実施例の第９側面によれば、基地局間機能のネゴシエーション方法が提供され
、そのうち、前記方法は、
　基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、基地局
間機能のリクエストメッセージを送信し、これにより、前記他の基地局が、前記基地局と
基地局間機能のネゴシエーションを行い；及び
　前記基地局が、前記他の基地局の返した基地局間機能のレスポンスメッセージを受信し
、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、前記他の基地局の受け入れ可能な基地局
間機能を含み、又は、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、リクエストを拒否す
るための情報を含むことを含む。
【００１５】
　本発明の実施例の第１０側面によれば、基地局間機能のネゴシエーション方法が提供さ
れ、そのうち、前記方法は、
　基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局の送信した
、基地局間機能のリクエストメッセージを受信し；及び
　前記基地局が、前記基地局間機能のリクエストメッセージに基づいて、受け入れ可能な
基地局間機能を確定し；及び
　前記基地局が、前記他の基地局に基地局間機能のレスポンスメッセージを送信し、前記
基地局間機能のレスポンスメッセージは、前記基地局の受け入れ可能な基地局間機能を含
み、又は、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、リクエストを拒否するための情
報を含むことを含む。
【００１６】
　本発明の実施例の第１１側面によれば、基地局が提供され、そのうち、前記基地局は、
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に、基地局間機能のリ
クエストメッセージを送信し、これにより、前記他の基地局が、前記基地局と基地局間機
能のネゴシエーションを行うようにさせるための第１送信ユニット；及び
　前記他の基地局の返した基地局間機能のレスポンスメッセージを受信するための第１受
信ユニットであって、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、前記他の基地局の受
け入れ可能な基地局間機能を含み、又は、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、
リクエストを拒否するための情報を含む、第１受信ユニットを含む。
【００１７】
　本発明の実施例の第１２側面によれば、基地局が提供され、そのうち、前記基地局は、
　前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局の送信した、基地局間
機能のリクエストメッセージを受信するための第１受信ユニット；
　前記基地局間機能のリクエストメッセージに基づいて、受け入れ可能な基地局間機能を
確定するための第１確定ユニット；及び
　前記他の基地局に基地局間機能のレスポンスメッセージを送信するための第１送信ユニ
ットであって、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、前記基地局の受け入れ可能
な基地局間機能を含み、又は、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、リクエスト
を拒否するための情報を含む、第１送信ユニットを含む。
【００１８】
　本発明の実施例の第１３側面によれば、通信システムが提供され、前記通信システムは
、第３側面に記載の基地局及び第４側面に記載の基地局を含み、又は、前記通信システム
は、第７側面に記載の基地局及び第８側面に記載の基地局を含み、又は、前記通信システ
ムは、第１１側面に記載の基地局及び第１２側面に記載の基地局を含む。
【００１９】
　本発明の実施例の他の側面により、コンピュータ読み取り可能なプログラムがさらに提
供され、そのうち、基地局中で前記プログラムを実行する時に、前記プログラムは、コン
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ピュータに、前記基地局中で、第３、４、７、８、１１、及び１２側面の何れか１つに記
載の基地局間機能のネゴシエーション方法を実行させる。
【００２０】
　本発明の実施例の他の側面により、コンピュータ読み取り可能なプログラムを記憶した
記憶媒体がさらに提供され、そのうち、前記コンピュータ読み取り可能なプログラムは、
コンピュータに、基地局中で、第３、４、７、８、１１、及び１２側面の何れか１つに記
載の基地局間機能のネゴシエーション方法を実行させる。
【００２１】
　本発明の実施例の有益な効果は、基地局が基地局間機能のネゴシエーションを行うこと
を助け得ることで、より良いサービスをユーザに提供し得ることにある。
【００２２】
　後述の説明及び図面の参照により、本発明の特定の実施方式が詳しく開示されており、
本発明の原理を採用し得る態様が示されている。なお、本発明の実施方式は、範囲上では
それによって限定されない。添付した特許請求の範囲内であれば、本発明の実施方式は、
様々な変更、修正及び代替によるものを含んでも良い。
【００２３】
　また、１つの実施方式について説明した及び／又は示した特徴は、同じ又は類似する方
式で１つ又は複数の他の実施方式に用い、他の実施方式中の特徴と組み合わせ、又は他の
実施方式中の特徴を置換することができる。
【００２４】
　なお、「含む／有する」のような用語は、本明細書に使用される時に、特徴、要素、ス
テップ、又はアセンブルの存在を指すが、１つ又は複数の他の特徴、要素、ステップ、又
はアセンブリの存在又は付加を排除しないということも指す。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　添付した図面は、本発明の実施例への更なる理解を提供するために用いられ、それは、
明細書の一部を構成し、本発明の実施方式を例示し、また、文字記載と一緒に本発明の原
理を説明するために用いられる。明らかであるように、次の図面に示すのは、本発明の幾
つかの実施例にすぎず、当業者は、創造的労働がない前提で、これらの図面に基づいて他
の図面を得ることもできる。
【図１】本発明の実施例1における基地局間機能のネゴシエーション方法の１つの実施方
式のフローチャートである。
【図２】本発明の実施例1における基地局間機能のネゴシエーション方法のもう１つの実
施方式のフローチャートである。
【図３】本発明の実施例1における基地局間機能のネゴシエーション方法における基地局
のやり取りを示す図である。
【図４】本発明の実施例2における基地局間機能のネゴシエーション方法の１つの実施方
式のフローチャートである。
【図５】本発明の実施例2における基地局間機能のネゴシエーション方法のもう１つの実
施方式のフローチャートである。
【図６】本発明の実施例2における基地局間機能のネゴシエーション方法における基地局
のやり取りを示す図である。
【図７】本発明の実施例3における基地局間機能のネゴシエーション方法の１つの実施方
式のフローチャートである。
【図８】本発明の実施例3における基地局間機能のネゴシエーション方法のもう１つの実
施方式のフローチャートである。
【図９】本発明の実施例3における基地局機能のネゴシエーション方法における基地局の
やり取りを示す図である。
【図１０】実施例1或いは実施例1及び実施例2に対応する基地局の１つの実施方式の構成
を示す図である。
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【図１１】実施例1或いは実施例1及び実施例2に対応する基地局のもう１つの実施方式の
構成を示す図である。
【図１２】実施例2に対応する基地局の１つの実施方式の構成を示す図である。
【図１３】実施例2に対応する基地局のもう１つの実施方式の構成を示す図である。
【図１４】実施例3或いは実施例1、3或いは実施例2、3或いは実施例1～3に対応する基地
局の１つの実施方式の構成を示す図である。
【図１５】実施例3或いは実施例1、3或いは実施例2、3或いは実施例1～3に対応する基地
局のもう１つの実施方式の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図面及び以下の説明を参照することにより、本発明の前述及び他の特徴がより明確にな
る。明細書及び図面では、本発明の実施方式を具体的に開示しているが、それは、本発明
の原理を採用し得る一部の実施方式だけであり、理解すべきは、本発明が、記載されてい
る実施方式に限定されず、逆に、本発明が、特許請求の範囲内における全ての変更、変形
及び代替によるものも含むということである。
【００２７】
　今のところ、複数の基地局が協調してサービスを同一ユーザに提供する必要がある時に
、２つの互いに協調する基地局が相手のバックホールタイプを確定できず、さらに、相手
のバックホールのパフォーマンスを得ることもできないので、ユーザへのサービスに影響
を与えてしまう。
【００２８】
　本発明の実施例は基地局間機能のネゴシエーション方法、装置及びシステムを提供する
。互いに協調する基地局について、基地局のバックホールタイプを交換し、又は、バック
ホールのパフォーマンスを測定した測定結果を報告し、又は、基地局間機能のリクエスト
を送信することで、基地局が基地局間機能のネゴシエーションを行うことを助けることが
できるので、より良いサービスをユーザに提供することができる。
【００２９】
　以下、図面を参照しながら、互いに協調する第1基地局及び第2基地局を例として本発明
の基地局間機能のネゴシエーション方法、装置及びシステムについて詳細に説明する。し
かし、本発明の実施例がこれに限定されず、互いに協調する二つ以上の基地局にも本発明
の実施例における方法が同様に適用され得る。
【実施例１】
【００３０】
　本発明の実施例1は基地局間機能のネゴシエーション方法を提供する。図1は該方法のフ
ローチャートである。図1に示すように、該方法は下記のステップを含む。
【００３１】
　ステップ101:基地局（第1基地局）が、他の基地局（第2基地局）に、前記基地局のバッ
クホールタイプ、及び／又は、前記基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホ
ールタイプを送信する。
【００３２】
　そのうち、前記他の基地局（第2基地局）とは、前記基地局（第1基地局）と基地局間機
能のネゴシエーション行う基地局と指し、本発明の実施例では、便宜のため、「他の基地
局」と称する。
【００３３】
　本実施例の方法により、該第2基地局が第1基地局及び／又は該第1基地局の隣接する基
地局のバックホールタイプの情報を得た後に、該第1基地局のバックホールタイプに基づ
いて基地局間（第1基地局及び第2基地局の間）の機能を決めることができ、これにより、
より良いサービスをユーザに提供することができる。
【００３４】
　本実施例の１つの実施方式では、ステップ101の後にさらに下記のステップを含んでも
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良い。
【００３５】
　ステップ102:前記基地局が、前記他の基地局が返したバックホールタイプ、及び／又は
前記他の基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを受信する。
【００３６】
　さらに、本実施例の方法により、該第1基地局が第2基地局及び／又は該第2基地局の隣
接する基地局のバックホールタイプの情報を得た後に、該第2基地局のバックホールタイ
プに基づいて基地局間（第1基地局及び第2基地局の間）の機能を決めることができ、これ
により、より良いサービスをユーザに提供することができる。
【００３７】
　図1に示す方法に対応して、本発明の実施例はさらに基地局間機能のネゴシエーション
方法を提供する。図2は、該方法のフローチャートである。図2に示す方法は、図1に示す
方法に対応する他の基地局（第2基地局）の処理である。図2に示すように、該方法は下記
のステップを含む。
【００３８】
　ステップ201:基地局（第2基地局）が、他の基地局（第1基地局）が送信した、前記他の
基地局（第1基地局）のバックホールタイプ、及び／又は、前記他の基地局（第1基地局）
の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを受信し、これにより、前記他
の基地局（第1基地局）が、前記基地局（第2基地局）と基地局間機能のネゴシエーション
を行う。
【００３９】
　本実施例の方法により、該第2基地局が第1基地局及び／又は該第1基地局の隣接する基
地局のバックホールタイプの情報を得た後に、該第1基地局のバックホールタイプに基づ
いて基地局間（第1基地局及び第2基地局の間）の機能を決めることができ、これにより、
より良いサービスをユーザに提供することができる。
【００４０】
　本実施例の１つの実施方式では、図1のステップ102に対応して、本実施例の方法はさら
に下記のステップを含む。
【００４１】
　ステップ202:前記基地局が、前記他の基地局に、前記基地局のバックホールタイプ、及
び／又は前記基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信する
。
【００４２】
　さらに、本実施例の方法により、該第1基地局が第2基地局及び／又は該第2基地局の隣
接する基地局のバックホールタイプの情報を得た後に、該第2基地局のバックホールタイ
プに基づいて基地局間（第1基地局及び第2基地局の間）の機能を決めることができ、これ
により、より良いサービスをユーザに提供することができる。
【００４３】
　図3は、図1の実施例及び図2の実施例2における方法に対応する第1基地局（eNBl)及び第
2基地局（eNB2)の交互（やり取り又は交換）を示す図である。図3に示すように、eNBlは
、eNB2にメッセージ1を送信し、該メッセージ1は、eNBlのバックホールタイプ及び／又は
該eNBlの少なくとも１つの隣接eNBのバックホールタイプを含み、これにより、eNB2は、e
NBl及びeNB2の間の機能を決めることができ、より良いサービスをユーザに提供すること
ができる。図3に示すように、eNB2はさらにeNBlにメッセージ2を送信しても良く、該メッ
セージ2は、eNB2のバックホールタイプ及び／又は該eNB2の少なくとも１つの隣接eNBのバ
ックホールタイプを含み、これにより、eNBlは、eNBl及びeNB2の間の機能を決めることが
でき、より良いサービスをユーザに提供することができる。
【００４４】
　図1及び図2に示す実施例では、上述の交換されるバックホールタイプの情報は、バック
ホールタイプの名称、例えば、光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスクライバー・
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ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホールであって
も良く;また、バックホールタイプの名称に対応する各バックホールのパラメータ、例え
ば、前記光ファイバーのアクセス、デジタル・サブスクライバー・ライン・アクセス、ケ
ーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホールに対応するパラメータであって
良く、ここでのパラメータは、基地局間の時間遅延、基地局間のスループット、基地局間
の時間遅延ジッターなどの任意の組み合わせであっても良く、本実施例ではこれに限定さ
れず；また、バックホールタイプの名称に対応する各バックホールの識別子、例えば、前
記光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスクライバー・ライン・アクセス、ケーブル
、無線バックホール、及び／又は理想バックホールに対応する識別子であっても良く、こ
こでの識別子は、各バックホールタイプの番号であっても良いが、これに限定されない。
【００４５】
　例えば、次の表１に示すのは、従来のTS36.932　vl.0.0に定義されている７種類のバッ
クホールのタイプの名称及び対応する時間遅延とスループットのパラメータである。
【表１】

【００４６】
　図3に示す交互フロー及び表１に示すバックホールのタイプを例とすると、該メッセー
ジ1又はメッセージ2は、表１の第1欄のバックホールタイプの名称を含んでも良く、又は
、表１の第2欄の時間遅延を含んでも良く、又は、表１の第3欄のスループットを含んでも
良く、又は、表１の任意の２欄又は３欄の内容を含んでも良く、又は、各バックホールタ
イプに対応する識別子であっても良い。例えば、eNBlのバックホールタイプが光ファイバ
ー・アクセス2、DSLアクセス及び無線バックホールであるときに、前記メッセージ1は、
上述のバックホールタイプの名称、即ち、"光ファイバー・アクセス2、DSLアクセス及び
無線バックホール"を含んでも良く；又は、前記メッセージ1が、各バックホールタイプに
対応するパラメータを含み、例えば、"時間遅延"のみに対応するパラメータを含む場合を
例（本実施例ではこれに限定されず、スループットのみに対応するパラメータ、又は、時
間遅延ジッターのみに対応するパラメータを含んでも良く、又は、上述のパラメータの任
意の組み合わせを含んでも良い。）とすると、前記メッセージ1に含まれる内容は、"5-10
ms、15-60ms、5-35ms"であり;又は、前記メッセージ1が、各バックホールタイプに対応す
る識別子を含み、例えば、光ファイバー・アクセス2に対応する識別子が"2"であり、DSL
アクセスに対応する識別子が"3"であり、無線バックホールに対応する識別子が"5"である
場合を例とすると、前記メッセージ1に含まれる内容は、"2、3、5"である。
【００４７】
　そのうち、上記の表に示すバックホールタイプは例示にすぎず、技術の発展に伴って、
該バックホールタイプには他のタイプが追加される可能性もあるので、本発明の実施例で
はこれに限定されない。
【００４８】
　そのうち、上記の表に示す各バックホールタイプに対応するパラメータも例示にすぎず
、例えば、各バックホールタイプに対応するパラメータはさらに時間遅延ジッター又は他
のものを含んでも良く、本実施例ではこれに限定されない。
【００４９】
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　本実施例では、メッセージ1は、X2セットアップ・リクエスト・メッセージ（X2　setup
　request)であっても良く、メッセージ2は、X2セットアップ・レスポンス・メッセージ
（X2　setup　response)であって良いが、本実施例ではこれに限定されず、任意の交換可
能なバックホールタイプのメッセージも本発明の保護範囲に含まれる。
【００５０】
　本発明の実施例における方法により、互いに協調する基地局の間で基地局のバックホー
ル情報を交換することができ、これにより、基地局が基地局間機能のネゴシエーションを
行うことを助けることができるので、より良いサービスをユーザに提供することができる
。
【実施例２】
【００５１】
　本発明の実施例2は、基地局間機能のネゴシエーション方法を提供する。図4は、該方法
のフローチャートである。図4に示すように、該方法は下記のステップを含む。
【００５２】
　ステップ403:基地局（第1基地局）が、他の基地局（第2基地局）が送信した、そのバッ
クホールのパラメータの測定結果を受信する。
【００５３】
　本実施例では、２つの基地局がOAMの構成により、又は、実施例1の方法により、互いの
バックホールタイプを得た後に、何れか１つの基地局が、そのバックホールの各パラメー
タの測定を行うことができ、例えば、そのバックホールの全てのパラメータを測定し、又
は、予め設定された所定の策略に基づいてバックホールの一部のパラメータを測定し、そ
して、それと基地局間機能のネゴシエーションを行う他の基地局に測定結果を報告し、こ
れにより、該他の基地局は、該測定結果を得た後に、該測定結果に基づいて基地局間機能
のネゴシエーションを行うことができる。
【００５４】
　本実施例の方法により、該第1基地局が第2基地局のバックホールタイプの各パラメータ
の測定結果を得た後に、該測定結果に基づいて基地局間（第1基地局及び第2基地局の間）
の機能を決めることができ、これにより、より良いサービスをユーザに提供することがで
きる。
【００５５】
　本実施例の１つの実施方式では、ステップ403の前にさらに下記のステップを含んでも
良い。
【００５６】
　ステップ401:前記基地局（第1基地局）が、前記他の基地局（第2基地局）に測定リクエ
ストメッセージを送信し、これにより、前記他の基地局がそのバックホールのパラメータ
を測定するようにリクエストする。
【００５７】
　そのうち、前記測定リクエストメッセージは、以下の測定タイプの少なくとも１つをリ
クエストすることができる。即ち、
　第1基地局及び第2基地局の間の時間遅延（該時間遅延は、片道時間遅延であって良く、
往復時間遅延であっても良く、本実施例ではこれに限定されず）；
　第1基地局及び第2基地局の間のスループット；
　第1基地局及び第2基地局の間の時間遅延ジッター；及び
　バッファ状態を含む。
【００５８】
　そのうち、バッファ状態は、アイドルのバッファ又は占用されているバッファの状態で
あっても良い。そのうち、該バッファ状態は、全てのバッファ状態を総合的に考慮した後
の統計結果であっても良く、各キューのバッファ状態に基づくものであって良い。そのう
ち、キューの区分は、バッファデータのQoS要求又は優先順などに基づいても良いが、本
実施例ではこれに限定されない。
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【００５９】
　そのうち、以上の測定タイプは例示にすぎず、具体的な実現に当たっては、他のパラメ
ータの測定をリクエストする可能性もあるので、本発明の実施例ではこれに限定されない
。
【００６０】
　ステップ402:前記基地局（第1基地局）が、前記他の基地局（第2基地局）が返した測定
リクエストのレスポンスメッセージを受信し、前記測定リクエストのレスポンスメッセー
ジは、前記他の基地局の受け入れ可能な測定タイプを含んでも良く、又は、前記測定リク
エストのレスポンスメッセージは、測定リクエストの拒否のための情報を含んでも良い。
【００６１】
　そのうち、第2基地局が、上述の測定リクエストメッセージを受信した後に、該測定リ
クエストメッセージが指示した、リクエストされる測定タイプに基づいて、受け入れ可能
な測定タイプを確定することができ、受け入れ可能な測定タイプがある場合、上述のレス
ポンスメッセージにより、第1基地局に該受け入れ可能な測定タイプを送信し、そうでな
い場合、上述のレスポンスメッセージにより、第1基地局に測定リクエストの拒否のため
の情報を送信する。
【００６２】
　さらに、本実施例の方法により、第2基地局は、第1基地局がリクエストした測定タイプ
を確定した後に、受け入れ可能な測定タイプのバックホールのパラメータの測定を行い、
そして、第1基地局に測定結果を報告することができ、これにより、第1基地局は、より良
く（第1基地局及び第2基地局の間）の機能を決めることができるので、より良いサービス
をユーザに提供することができる。
【００６３】
　図4に示す方法に対応して、本発明の実施例はさらに基地局間機能のネゴシエーション
方法を提供する。図5は、該方法のフローチャートであり、図5に示す方法は、図4に示す
方法に対応する他の基地局（第2基地局）の処理である。図5に示すように、該方法は下記
のステップを含む。
【００６４】
　ステップ504:基地局（第2基地局）が、そのバックホールのパラメータを測定し；
　そのうち、基地局は、それと基地局間機能のネゴシエーションを行う基地局のバックホ
ールタイプを得た後に、そのバックホールのパラメータを測定しても良い。具体的な測定
方法は、従来の手段を採用して実現されても良いが、本実施例では、これに限定されない
。
【００６５】
　そのうち、上述のバックホールタイプを得る方法は、OAMの構成により得られても良く
、実施例1の方法により得られても良いが、本実施例ではこれに限定されない。
【００６６】
　ステップ505:前記基地局（第2基地局）が、他の基地局（第1基地局）に、そのバックホ
ールのパラメータの測定結果を送信する。
【００６７】
　本実施例では、図4のステップ403に対応して、第2基地局が、OAM又は実施例1の方法に
より互いのバックホールタイプを得た後に、バックホールの測定を直接起動し、そして、
第1基地局に測定結果を報告しても良く、これにより、第1基地局は、基地局間の機能を決
めることができ、より良いサービスをユーザに提供することができる。
【００６８】
　本実施例の１つの実施方式では、図4のステップ401及びステップ402に対応して、本実
施例の方法はさらに下記のステップを含む。
【００６９】
　ステップ501:前記基地局（第2基地局）が、前記他の基地局（第1基地局）が送信した測
定リクエストメッセージを受信し、前記測定リクエストメッセージは、測定がリクエスト
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されるバックホールのパラメータの情報を含み；
　そのうち、測定リクエストメッセージは、ステップ401における第1基地局が送信した測
定リクエストメッセージであるため、その内容はここに援用され、ここでその記載が省略
される。
【００７０】
　ステップ502:前記基地局（第2基地局）が、前記測定リクエストメッセージに基づいて
、測定可能なバックホールのパラメータを確定し；
　そのうち、第1基地局は、測定リクエストメッセージに基づいて、リクエストする測定
タイプを指示し、第2基地局は、該測定リクエストメッセージに基づいて、その受け入れ
可能な測定タイプを確定することができる。
【００７１】
　ステップ503:前記基地局（第2基地局）が、前記他の基地局（第1基地局）に測定リクエ
ストのレスポンスメッセージを送信し、前記測定レスポンスメッセージは、測定可能なバ
ックホールのパラメータを含み、又は、前記測定レスポンスメッセージは、測定リクエス
トの拒否のための情報を含む。
【００７２】
　そのうち、第2基地局が測定リクエストメッセージに基づいて、受け入れ可能な測定タ
イプがあると確定する場合、測定リクエストのレスポンスメッセージにより、第1基地局
に、受け入れ可能な測定タイプを報告し、そうでない場合、測定リクエストのレスポンス
メッセージにより、第1基地局に、測定リクエストの拒否のための情報を報告する。
【００７３】
　ステップ503を行った後に、第2基地局は、第1基地局がリクエストした測定タイプを確
定した後に、受け入れ可能な測定タイプのバックホールのパラメータの測定を行い、そし
て、第1基地局に測定結果を報告することができ、これにより、第1基地局は、より良く（
第1基地局及び第2基地局の間）の機能を決めることができるので、より良いサービスをユ
ーザに提供することができる。
【００７４】
　図6は、図4の実施例及び図5の実施例における方法に対応する第1基地局（eNBl)及び第2
基地局（eNB2)の交互を示す図である。図6に示すように、この２つの基地局が、OAMの構
成又は実施例1の方法により互いのバックホールタイプを得た後に、何れか１つの基地局
は、図3に示すパフォーマンス更新フローを起動しても良く、言い換えると、図6の実施例
もeNBl及びeNB2をそれぞれ第1基地局及び第2基地局として採用しているが、具体的な実施
に当たっては、図6に示す実施例のeNBlは、実施例1の第1基地局であっても良く、実施例1
の第2基地局であって良く、また、同様に、図6に示す実施例のeNB2も実施例1の第1基地局
であって良く、実施例1の第2基地局であっても良い。
【００７５】
　図6に示すように、eNBlがeNB2にメッセージ3を送信し、eNB2が幾つかのバックホールに
関する測定（例えば、時間遅延、スループット、時間遅延ジッター、バッファ状態など）
を行うようにリクエストする。測定リクエストが受け入れられた場合、eNB2は、メッセー
ジ4により、eNBlに、その実施可能な測定をレスポンスし；そうでない場合、eNB2は、メ
ッセージ4により、eNBlに、測定リクエストの拒否のための情報をレスポンスする。その
後、eNB2は、受け入れられている測定タイプの測定を行い、そして、メッセージ5によりe
NBlに測定結果を報告する。
【００７６】
　本実施例では、上述のように、メッセージ3及びメッセージ4を省略しても良く、即ち、
eNBl及びeNB2は、互いのバックホールタイプを得た後に、バックホールの測定を直接開始
し、それから、メッセージ5により測定結果を更新しても良い。
【００７７】
　本実施例では、メッセージ3は、リソース状態リクエストメッセージ（resource　statu
s　request　message)であっても良く、eNB2がeNBlに実施可能な測定をレスポンスする時
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に、メッセージ4は、リソース状態レスポンスメッセージ（resource　status　response
　message)であっても良く;測定リクエストが拒否される時に、メッセージ4は、リソース
状態失敗メッセージ(resource　status　failure　message)であっても良い。メッセージ
5は、リソース状態更新メッセージ(resource　status　update　message)であっても良い
。上述の実施例と同様に、本実施例では、メッセージ3～メッセージ5の具体的なタイプに
ついて限定せず、各自の機能を実現し得るメッセージタイプであれば、その全てが本発明
の保護範囲に含まれる。
【００７８】
　本発明の実施例における方法により、互いに協調する基地局の間で基地局のバックホー
ル情報を交換した後に、バックホールのパラメータを測定し、そして、測定結果を報告す
ることで、基地局が基地局間機能のネゴシエーションを行うことを助けることができるの
で、より良いサービスをユーザに提供することができる。
【実施例３】
【００７９】
　本発明の実施例3は基地局間機能のネゴシエーション方法を提供する。図7は、該方法の
フローチャートである。図7に示すように、該方法は下記のステップを含む。
【００８０】
　ステップ701:基地局（第1基地局）が、他の基地局（第2基地局）に基地局間機能のリク
エストメッセージを送信し、これにより、前記他の基地局（第2基地局）が、前記基地局
（第1基地局）と基地局間機能のネゴシエーションを行い；
　そのうち、第1基地局は、第2基地局に基地局間機能のリクエストメッセージを送信する
ことで、少なくとも１つの基地局間機能、例えば、基地局間キャリアアグリゲーション機
能1(inter-eNB　CA　function　l)、基地局間キャリアアグリゲーション機能2(inter-eNB
　CA　function　2)など、及び／又は基地局間協作マルチポイント機能1(inter-eNB　CoM
P　function　1)、基地局間協作マルチポイント機能2(inter-eNB　CoMP　function　2)な
どをリクエストする。なお、本実施例では、これに限定されない。
【００８１】
　ステップ702:前記基地局（第1基地局）が、前記他の基地局（第2基地局）が返した基地
局間機能のレスポンスメッセージを受信し、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは
、前記他の基地局（第2基地局）が受け入れ可能な基地局間機能を含み、又は、前記基地
局間機能のレスポンスメッセージは、リクエストを拒否するための情報を含む。
【００８２】
　そのうち、第2基地局が、第1基地局がリクエストした基地局間機能に基づいて、受け入
れ可能な基地局間機能を確定し、そして、第1基地局に確定結果を送信することができる
ときに、受け入れ可能な基地局間機能がある場合、第2基地局は、第1基地局に該受け入れ
可能な基地局間機能を返し、そうでない場合、第2基地局は、第1基地局に、リクエストを
拒否するための情報を返す。
【００８３】
　本実施例の方法により、基地局間機能のリクエストメッセージ及びレスポンスメッセー
ジを用いることで、地局間機能のネゴシエーションを実現することができる。
【００８４】
　図7に示す方法に対応して、本発明の実施例はさらに基地局間機能のネゴシエーション
方法を提供し、図8は、該方法のフローチャートである。図8に示す方法は、図7に示す方
法に対応する他の基地局（第2基地局）の処理である。図8に示すように、該方法は下記の
ステップを含む。
【００８５】
　ステップ801:基地局（第2基地局）が、他の基地局（第1基地局）が送信した基地局間機
能のリクエストメッセージを受信し；
　ステップ802:前記基地局（第2基地局）が、前記基地局間機能のリクエストメッセージ
に基づいて、受け入れ可能な基地局間機能を確定し；
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　ステップ803:前記基地局（第2基地局）が、前記他の基地局（第1基地局）に、基地局間
機能のレスポンスメッセージを送信し、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、前
記基地局の受け入れ可能な基地局間機能を含み、又は、前記基地局間機能のレスポンスメ
ッセージは、リクエストを拒否するための情報を含む。
【００８６】
　本実施例の方法により、基地局間機能のリクエストメッセージ及びレスポンスメッセー
ジを用いることで、基地局間機能のネゴシエーションを実現することができる。
【００８７】
　図9は、図7の実施例及び図8の実施例における方法に対応する第1基地局（eNBl)及び第2
基地局（eNB2)の交互を示す図である。実施例2と同様に、本実施例では、図9の実施例もe
NBl及びeNB2をそれぞれ第1基地局及び第2基地局として採用しているが、具体的な実施に
当たっては、図9に示す実施例のeNBlは、実施例1又は実施例2の第1基地局であっても良く
、実施例1又は実施例2の第2基地局であっても良く、同様に、図9に示す実施例のeNB2は、
実施例1又は実施例2の第1基地局であっても良く、実施例1又は実施例2の第2基地局であっ
ても良い。
【００８８】
　図9に示すように、eNBlがeNB2にメッセージ6を送信し、該メッセージ6は、リクエスト
する基地局間機能を含み、これにより、eNB2は、受け入れ可能な基地局間機能を確定する
ことができ、受け入れ可能な基地局間機能がある場合、eNB2は、メッセージ7により、eNB
lに、受け入れ可能な基地局間機能を返し；そうでない場合、eNB2は、メッセージ7により
、eNBlに、リクエストを拒否するための情報を返す。
【００８９】
　本実施例の１つの実施方式では、先ず実施例1の方法により、基地局間でバックホール
タイプの交換を行い、それから、本実施例の方法により基地局間機能のネゴシエーション
を行っても良い。実施例1では、実施例1の方法について既に詳細に説明しており、その内
容は、ここに援用されるので、ここでその記載が省略される。
【００９０】
　本実施例のもう１つの実施方式では、先ず実施例2の方法によりバックホールパフォー
マンスの更新を行い、それから、本実施例の方法により基地局間機能のネゴシエーション
を行っても良い。実施例2では、実施例2の方法について既に詳細に説明しており、その内
容はここに援用されるので、ここでその記載が省略される。
【００９１】
　本実施例のもう１つの実施方式では、先ず実施例1の方法により基地局間でバックホー
ルタイプに交換を行い、それから、実施例2の方法によりバックホールパフォーマンスの
更新を行い、その後、本実施例の方法により基地局間機能のネゴシエーションを行っても
良い。実施例1及び実施例2では、実施例1及び実施例2の方法について既に詳細に説明して
おり、その内容はここに援用されるので、ここでその記載が省略される。
【００９２】
　本実施例の方法により、基地局間機能のネゴシエーションをより良く行うことができる
ので、より良いサービスをユーザに提供することができる。
【００９３】
　上述の３つの実施例では、各メッセージの伝送は、X2インタフェース又は或S1インタフ
ェースにて行うことができるが、本発明の実施例ではこれに限定されない。
【００９４】
　本発明の実施例はさらに基地局を次の実施例4に記載のように提供し、該基地局が問題
を解決する原理が実施例1の方法又は実施例1及び実施例2の組み合わせの方法に類似する
ため、その具体的な実施は、実施例1及び実施例2の方法の実施を参照することができ、そ
のため、ここでは重複説明を省略する。
【実施例４】
【００９５】
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　本発明の実施例はさらに基地局を提供する。図10は該基地局の構成を示す図である。図
10に示すように、該基地局は下記のユニットを含む。
【００９６】
　第１送信ユニット1001：他の基地局に、前記基地局のバックホールタイプ、及び／又は
前記基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信する。
【００９７】
　１つの実施方式では、該基地局はさらに下記のユニットを含んでも良い。
【００９８】
　第１受信ユニット1002：前記他の基地局から、前記他の基地局のバックホールタイプ、
及び／又は前記他の基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを受
信する。
【００９９】
　そのうち、前記バックホールタイプは、光ファイバー・アクセス、デジタル・サブスク
ライバー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バックホー
ルを含み、又は前記バックホールタイプは、前記光ファイバー・アクセス、デジタル・サ
ブスクライバー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想バッ
クホールに対応するパラメータを含み、又は前記バックホールは、前記光ファイバー・ア
クセス、デジタル・サブスクライバー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール
、及び／又は理想バックホールに対応する識別子を含む。
【０１００】
　そのうち、前記パラメータは、前記基地局及び前記他の基地局の間の時間遅延、スルー
プット、及び／又は時間遅延ジッターを含む。
【０１０１】
　１つの実施方式では、前記基地局はさらに下記のユニットを含む。
【０１０２】
　第２受信ユニット1003：前記他の基地局が送信した、そのバックホールのパラメータの
測定結果を受信する。
【０１０３】
　該実施方式では、前記基地局はさらに下記のユニットを含む。
【０１０４】
　第２送信ユニット1004：前記第２受信ユニット1003が前記測定結果を受信する前に、前
記他の基地局に測定リクエストを送信し、これにより、前記他の基地局がそのバックホー
ルのパラメータを測定するようにリクエストし；
　第３受信ユニット1005：前記他の基地局が返した、測定を行うことが可能なバックホー
ルのパラメータ、又は、測定リクエストの拒否のための情報を受信する。
【０１０５】
　もう１つの実施方式では、該基地局はさらに下記のユニットを含む。
【０１０６】
　測定ユニット1006：前記基地局のバックホールのパラメータを測定し；
　第３送信ユニット1007：前記他の基地局に、前記測定ユニットの測定結果を送信する。
【０１０７】
　該実施方式では、該基地局はさらに下記のユニットを含んでも良い。
【０１０８】
　第４受信ユニット1008：前記他の基地局が送信した測定リクエストメッセージを受信し
、前記測定リクエストメッセージは、その測定がリクエストされるバックホールのパラメ
ータの情報を含み；
　確定ユニット1009：前記測定リクエストメッセージに基づいて、測定を行うことが可能
なバックホールのパラメータを確定し；
　第４送信ユニット1010：前記他の基地局に、測定リクエストのレスポンスメッセージを
送信し、前記測定レスポンスメッセージは、測定を行うことが可能なバックホールのパラ
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メータを含み、又は前記測定レスポンスメッセージは、測定リクエストの拒否のための情
報を含む。
【０１０９】
　そのうち、測定がリクエストされるバックホールのパラメータは、前記基地局及び前記
他の基地局の間の時間遅延、スループット、時間遅延ジッター及び／又は前記他の基地局
のバッファ状態を含む。
【０１１０】
　図10に示す基地局に対応して、本発明の実施例はさらに図11に示すような基地局を提供
する。図11に示すように、第１受信ユニット1101及び第１送信ユニット1102の機能の他に
、該図11に示す基地局の各他の構成部分の結構及び機能はすべて図10に示す基地局とは同
じであり、その内容はここに援用され、ここでその記載が省略される。図11に示すように
、該基地局の第１受信ユニット1101及び第１送信ユニット1102の機能はそれぞれ以下の通
りである。
【０１１１】
　第１受信ユニット1101：他の基地局が送信した、前記他の基地局のバックホールタイプ
、及び／又は前記他の基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを
受信し、これにより、前記他の基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーション
を行うようにさせる。
【０１１２】
　１つの実施方式では、該基地局はさらに下記のユニットを含んでも良い。
【０１１３】
　第１送信ユニット1102：前記他の基地局に、前記基地局のバックホールタイプ、及び／
又は前記基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信する。
【０１１４】
　本発明の実施例における基地局により、バックホール情報の交換及び／又はバックホー
ルの測定を行い、また測定結果の報告を行うことで、基地局が基地局間機能のネゴシエー
ションを行うことを助けることができるので、より良いサービスをユーザに提供すること
ができる。
【０１１５】
　本発明の実施例はさらに基地局を以下の実施例5に記載のように提供し、該基地局が問
題を解決する原理が実施例2の方法に類似するため、その具体的な実施は、実施例2の方法
の実施を参照することができ、そのため、ここで重複記載が省略される。
【実施例５】
【０１１６】
　本発明の実施例はさらに基地局を提供し、それは、図6に示すeNBlに対応する。図12は
、該基地局の構成を示す図である。図12に示すように、該基地局は下記のユニットを含む
。
【０１１７】
　第１受信ユニット1201：他の基地局が送信した、そのバックホールのパラメータの測定
結果を受信する。
【０１１８】
　１つの実施例では、前記基地局はさらに下記のユニットを含む。
【０１１９】
　第１送信ユニット1202：前記第１受信ユニット1201が前記測定結果を受信する前に、前
記他の基地局に測定リクエストメッセージを送信し、これにより、前記他の基地局がその
バックホールのパラメータを測定するようにリクエストし；
　第２受信ユニット1203：前記他の基地局が返した、測定リクエストのレスポンスメッセ
ージを受信し、前記測定リクエストのレスポンスメッセージは、前記他の基地局が実施し
得るバックホールのパラメータの測定を含み、又は前記測定リクエストのレスポンスメッ
セージは、測定リクエストの拒否のための情報を含む。
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【０１２０】
　そのうち、測定がリクエストされるバックホールのパラメータは、前記基地局及び前記
他の基地局の間の時間遅延、スループット、時間遅延ジッター及び／又は前記他の基地局
のバッファ状態を含む。
【０１２１】
　図12の基地局に対応して、本発明の実施例はさらに基地局を提供し、それは図6に示すe
NB2に対応する。図13は、該基地局の構成を示す図である。図13に示すように、該基地局
は下記のユニットを含む。
【０１２２】
　測定ユニット1301：前記基地局のバックホールのパラメータを測定し；
　第１送信ユニット1302：前記他の基地局に前記測定ユニットの測定結果を送信する。
【０１２３】
　１つの実施例では、前記基地局はさらに下記のユニットを含む。
【０１２４】
　第１受信ユニット1303：前記第１送信ユニット1302が前記他の基地局に前記測定結果を
送信する前に、前記他の基地局が送信した測定リクエストメッセージを受信し、前記測定
リクエストメッセージは、測定がリクエストされるバックホールのパラメータの情報を含
み；
　確定ユニット1304：前記測定リクエストメッセージに基づいて、測定を行うことが可能
なバックホールのパラメータを確定し；
　第２送信ユニット1305：前記他の基地局に測定リクエストのレスポンスメッセージを送
信し、前記測定レスポンスメッセージは、測定を行うことができるバックホールのパラメ
ータを含み、又は前記測定レスポンスメッセージは測定リクエストの拒否のための情報を
含む。
【０１２５】
　そのうち、測定がリクエストされるバックホールのパラメータは、前記基地局及び前記
他の基地局の間の時間遅延、スループット、時間遅延ジッター及び／又は前記他の基地局
のバッファ状態を含む。
【０１２６】
　本発明の実施例における基地局により、バックホールの測定及び測定結果の報告を行う
ことで、基地局が基地局間機能のネゴシエーションを行うことを助け得るので、より良い
サービスをユーザに提供することができる。
【０１２７】
　本発明の実施例はさらに基地局を次の実施例6に記載にように提供し、該基地局が問題
を解決する原理が実施例1～3の方法に類似するため、その具体的な実施は、実施例1～3の
方法の実施を参照することができ、そのため、ここで重複記載が省略される。
【実施例６】
【０１２８】
　本発明の実施例は基地局を提供する。図14は該基地局の構成を示す図である。図14に示
すように、該基地局は下記のユニットを含む。
【０１２９】
　第１送信ユニット1401：他の基地局に基地局間機能のリクエストメッセージを送信し、
これにより、前記他の基地局が、前記基地局と基地局間機能のネゴシエーションを行い；
　第１受信ユニット1402：前記他の基地局が返した基地局間機能のレスポンスメッセージ
を受信し、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、前記他の基地局の受け入れ可能
な基地局間機能を含み、又は、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、リクエスト
を拒否するための情報を含む。
【０１３０】
　１つの実施方式では、前記基地局はさらに下記のユニットを含む。
【０１３１】
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　取得ユニット1403：前記第１送信ユニットが、前記他の基地局に前記基地局間機能のリ
クエストメッセージを送信する前に、又は、前記第１受信ユニットが、前記他の基地局が
送信した基地局間機能のリクエストメッセージを受信する前に、前記他の基地局のバック
ホールタイプを得る。
【０１３２】
　取得ユニット1403の１つの実施方式では、該取得ユニット1403は下記のモジュールを含
む。
【０１３３】
　第１送信モジュール14031：前記他の基地局に、そのバックホールタイプ及び／又はそ
の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信し；
　第１受信モジュール14032：前記他の基地局が返した、該他の基地局のバックホールタ
イプ及び／又は該他の基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを
受信する。
【０１３４】
　取得ユニット1403のもう１つの実施方式では、該取得ユニット1403は下記のモジュール
を含む。
【０１３５】
　第２受信モジュール14033：前記他の基地局が送信した、該他の基地局のバックホール
タイプ及び／又は該他の基地局の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプ
を受信し；
　第２送信モジュール14034：前記他の基地局に、そのバックホールタイプ及び／又はそ
の少なくとも１つの隣接する基地局のバックホールタイプを送信する。
【０１３６】
　取得ユニット1403のもう１つの実施方式では、該取得ユニット1403は下記のモジュール
を含む。
【０１３７】
　取得モジュール14035：OAMにより、前記他の基地局のバックホールタイプを得る。
【０１３８】
　本実施例の１つの実施方式では、該基地局はさらに下記のユニットを含む。
【０１３９】
　第２受信ユニット1404：前記第１送信ユニットが、前記他の基地局に前記基地局間機能
のリクエストメッセージを送信する前に、又は、前記第１受信ユニットが、前記他の基地
局の送信した基地局間機能のリクエストメッセージを受信する前に、前記他の基地局が送
信したそのバックホールのパラメータの測定結果を受信する。
【０１４０】
　該実施方式では、前記基地局はさらに下記のユニットを含む。
【０１４１】
　第２送信ユニット1405：前記第２受信ユニットが前記他の基地局の送信したそのバック
ホールのパラメータの測定結果を受信する前に、前記他の基地局に測定リクエストメッセ
ージを送信し、これにより、前記他の基地局がそのバックホールのパラメータを測定する
ようにリクエストし；
　第３受信ユニット1406：前記他の基地局が返した測定リクエストのレスポンスメッセー
ジを受信し、前記測定リクエストのレスポンスメッセージは、前記他の基地局が行い得る
バックホールのパラメータの測定を含み、又は前記測定リクエストのレスポンスメッセー
ジは、測定リクエストの拒否のための情報を含む。
【０１４２】
　本実施例のもう１つの実施方式では、該基地局はさらに下記のユニットを含む。
【０１４３】
　第３送信ユニット1407：前記第１送信ユニットが、前記他の基地局に前記基地局間機能
のリクエストメッセージを送信する前に、又は、前記第１受信ユニットが、前記他の基地
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局の送信した基地局間機能のリクエストメッセージを受信する前に、前記他の基地局にそ
のバックホールのパラメータの測定結果を送信する。
【０１４４】
　該実施方式では、前記基地局はさらに下記のユニットを含む。
【０１４５】
　第４受信ユニット1408：前記第３送信ユニットが前記他の基地局にそのバックホールの
パラメータの測定結果を送信する前に、前記他の基地局が送信した測定リクエストメッセ
ージを受信し；
　第２確定ユニット1409：前記測定リクエストメッセージに基づいて、測定を行うことが
できるバックホールのパラメータを確定し；
　第４送信ユニット1410：前記他の基地局に測定リクエストのレスポンスメッセージを送
信し、前記測定レスポンスメッセージは、測定を行うことが可能なバックホールのパラメ
ータを含み、又は前記測定レスポンスメッセージは、測定リクエストの拒否のための情報
を含む。
【０１４６】
　上述の実施方式では、前記バックホールタイプは、光ファイバー・アクセス、デジタル
・サブスクライバー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又は理想
バックホールを含み、又は前記バックホールタイプは、前記光ファイバー・アクセス、デ
ジタル・サブスクライバー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バックホール、及び／又
は理想バックホールに対応するパラメータを含み、又は前記バックホールは、前記光ファ
イバー・アクセス、デジタル・サブスクライバー・ライン・アクセス、ケーブル、無線バ
ックホール、及び／又は理想バックホールに対応する識別子を含む。
【０１４７】
　そのうち、前記パラメータは、前記基地局及び前記他の基地局の間の時間遅延、スルー
プット、及び／又は時間遅延ジッターを含む。
【０１４８】
　上述の実施方式では、測定がリクエストされるバックホールのパラメータは、前記基地
局及び前記他の基地局の間の時間遅延、スループット、時間遅延ジッター及び／又は前記
他の基地局のバッファ状態を含む。
【０１４９】
　図14に示す基地局に対応して、本発明の実施例はさらに図15に示すような基地局を提供
する。図15に示すように、第１受信ユニット1501、第１確定ユニット1502及び第１送信ユ
ニット1503の機能の他に、該図15に示す基地局の各他の構成部分の結構及び機能は全て図
14に示す基地局とは同じであり、その内容は、ここに援用され、ここでその記載が省略さ
れる。図15に示すように、該基地局の第１受信ユニット1501、第１確定ユニット1502及び
第１送信ユニット1503の機能は、それぞれ、次の通りである。
【０１５０】
　第１受信ユニット1501：他の基地局が送信した基地局間機能のリクエストメッセージを
受信し；
　第１確定ユニット1502：前記基地局間機能のリクエストメッセージに基づいて、受け入
れ可能な基地局間機能を確定し;
　第１送信ユニット1503：前記他の基地局に基地局間機能のレスポンスメッセージを送信
し、前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、前記基地局の受け入れ可能な基地局間
機能を含み、又は前記基地局間機能のレスポンスメッセージは、リクエストを拒否するた
めの情報を含む。
【０１５１】
　本発明の実施例における基地局により、バックホール情報の交換及び／又はバックホー
ルの測定及び測定結果の報告を行い、及び／又は、基地局間機能のネゴシエーションを行
うことで、基地局が基地局間機能のネゴシエーションを行うことを助け得るので、より良
いサービスをユーザに提供することができる。
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【０１５２】
　本発明の実施例はさらに通信システムを提供し、前記通信システムは、実施例4に記載
の基地局の少なくとも２つの基地局を含み、又は前記通信システムは、実施例5の基地局
の少なくとも２つの基地局を含み、又は前記通信システムは、実施例6に記載の基地局の
少なくとも２つの基地局を含む。
【０１５３】
　本発明の実施例はさらにコンピュータ読み取り可能なプログラムを提供し、そのうち、
基地局中で前記プログラムを実行する時に、前記プログラムは、コンピュータに、前記基
地局中で実施例1～3に記載の基地局間機能のネゴシエーション方法を実行させる。
【０１５４】
　本発明の実施例はさらにコンピュータ読み取り可能なプログラムを記憶した記憶媒体を
提供し、そのうち、前記コンピュータ読み取り可能なプログラムは、コンピュータに、基
地局中で、実施例1～3に記載の基地局間機能のネゴシエーション方法を実行させる。
【０１５５】
　本発明の以上の装置及び方法は、ハードウェアにより実現されても良く、ハードウェア
とソフトウェアとの組み合わせにより実現されても良い。本発明はさらに下記のようなコ
ンピュータ読み取り可能なプログラムに関し、即ち、該プログラムは、ロジック部品によ
り実行される時に、該ロジック部品に、上述の装置又は構成部品を実現させ、又は、該ロ
ジック部品に、上述の各種の方法又はステップを実現させる。ロジック部品は、例えば、
FPGA（Field　Programmable　Gate　Array）、マイクロプロセッサー、コンピュータに用
いる処理器などであっても良い。本発明はさらに、上述のプログラムを記憶した記憶媒体
、例えば、ハードディスク、磁気ディスク、光ハードディスク、DVD、flashメモリなどに
も関する。
【０１５６】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明はこの実施形態に限定されず、
本発明の趣旨を離脱しない限り、本発明に対するあらゆる変更は本発明の技術的範囲に属
する。
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